
 

 

万倉地区は、宇部市の北西部、楠地域の中央部に位置し、広さは東西約 8 キロメートル、 

南北約 9キロメートルで、面積は 30.3平方キロメートル、美祢市、山陽小野田市に隣接 

する美しい山並みや有帆川と、のどかな田園風景が広がる自然豊かな地域です。 

 基幹産業は農業ですが、農山村特有の過疎、少子高齢化が進み、農業を中心としながら、 

まちづくりをどのように進めていくかが今後の大きな課題となっています。 

 また、約 800 年の歴史を持つ「赤間硯」と県指定無形民俗文化財の 

「岩戸神楽舞」の伝統文化が継承され、その他にも天龍寺・国司家の 

墓所や芦河内薬師堂、教善寺の山茶花（山口県天然記念物）、今富ダム 

の桜など、豊富な地域資源を有する地域でもあります。 
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万倉地区の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実施体制の構築に取組みます。 

・各柱の具体的な取組を考えます。 

・必要に応じて適宜見直しを図ります。 

宇部市 

岩戸神楽舞 万倉天神奴道中 

芦河内薬師

堂 

教善寺の山茶花 

今富ダム 

万倉地区 

 ～ まぐらを創る未来のために ～ 

 

令和６年５月改訂 

万倉地区コミュニティ推進協議会 

 

 

赤間硯 

教善寺の山茶花 

１０年後は
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（地域活性化部会） 

   

  

 

・農産品、工芸品の加工と販売の推進 

・地域産業の担い手の確保 

・観光資源・文化財の利活用等 

 

 

・地域内事業者と連携 

・休耕田の利活用等 

 

 

・地域内での情報共有 地域外への情報発信 

・地域内交通 

・地域の発展に寄与するための構想等 

 

・万創Ⅱの PDCA 検証と評価 

・新しい技術の検討 

・各種制度の活用 

・全体調整等 

 

・伝統文化の継承 

・歴史・史跡の活用等 

「万創Ⅱ」とは、万倉地区みんなの「こんな万倉にしたい」「こんな

万倉になってほしい」という思いを込めた地域づくりの計画書です。 

平成 29 年（2017年）に策定した「万創」を新たな想いで改定

し、「万創Ⅱ」としてスタートを切ります。 

 みんなで理念（スローガン）を実現するため、4 つの柱に基づき具

体的な活動を展開していきます。 

理念（スローガン）と

4つの柱

住みたい   帰りたい   

やさしさ いっぱい 

あふれるふるさと 

万倉 「MAGURA」

（１）地域資源の活用 

（２）ビジネス展開 

（２）文化の継承 

（１）将来あるべき姿 

 

～理念～ 

 

（暮らし部会） 

 

・高齢者支援 

・健康づくり 

・交流の場づくり等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・地域の安心・安全 

・地域防災力の強化 

・環境保全 

・空家対策 

・移住定住 

・有害鳥獣への対策等 

（２）住みよい暮らし 

 

（人財交流部会） 

 

・子育て支援 

・地域活動等の担い手の発掘 

・交流人口拡大への取組等 

 

 

（企画・調整部会） 


